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第之回臨時会

底う万種目
額 !C円控目
もな引除自
つ上額思
たたげが日
とほら長自
えかれ底喜
ば、、~ ~ 

れ一例 かのならり額業さにげかで額の税者未 いり上課上万自
て日はなら減るれ三も専ら。ららの)対限、成まま引記税記円日
いかこおれ税な二万 ζ 従 lこ れ七四が象度か年たす上②標①か目
まらと、て処と十円れ者、 五万十、と額婦者陣。げの準のら自
す適しこい置、万引まの白 十円三乙し(の、寄 ら表額表最目
。用四のまが種円上で控色 万引万れな課非老者 れののの高日
さ月条すは々とげよ除事 円上円まい税課年、 て通最よ三協

長
浜
町
議
会
第
二
回
接

持
会
が
五
月
一
二
十
一
司
に

関
か
れ
山
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
の
う

ち
、
お
も
な
こ
と
は
次
の

還
り
。

町
税
条
例
rr主
二ど
霊引
干上

専
決
知
分
し
た
町
税
条
例
の
一
部
改

正
一
事
項
が
家
認
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
お
も
な
内
容
は
減
税
措
置
を

は
か
る
も
の
で
す
が
、
私
た
ち
に
と
く

に
関
係
深
い
も
の
で
は
、
住
民
税
の
各

霊護霊翠蓮i.51・安，屯弓忍

扶 養
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86万5.766円 102万4622円
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額

最

高

官

円

に

1
留
保
税
条
例
一
部
改
正
も
承
認

l

こ
れ
ま
で
八
万
円
だ
っ
た
国
民
健
康

保
険
税
の
最
高
額
が
十
二
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
条
例
も
ζ

と
し
四
月
一

日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
損
害
評
錨

委
員
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
い
選
出
さ
れ
た
後
任

の
農
業
共
済
損
害
評
価
委
員
予
定
者
が

議
会
で
同
意
さ
れ
、
正
式
に
決
定
し
ま

し
た
。新
委
員
は
次
の
方
々
で
六
月
一
日
か

ら
就
任
。
任
期
一
二
年
。

青
島
リ
亀
井
幸
。
黒
田
U
H
東
正
行
。

今
坊
H
西
岡
序
夫
。
櫛
生
H
菊
地
吉
太

郎
。
須
沢
日
加
納
徳
利
。
出
海

1
畑
山

鶴
夫
。
下
須
成
U
藤
田
栄
一
。
豊
茂

1

大
本
春
明
三
大
成
淳
。
白
滝
リ
平
井
豊

秋
。
成
川
日
後
藤
保
夫
。
柴
U
U
泉
猫
平

農
協
日
池
田
政
治
、
西
内
清
信
、
滝
野

辰
男
、
佐
々
木
文
男
。

補

正

算

予

お
も
な
も
の
の
補
正
額
は
次
の
通
り

四
十
八
年
度
一
般
会
計
に
一
千
二
百

七
十
五
万
円
。

四
十
九
年
度
一
般
会
計
に
八
百
八
十

三
万
九
千
円
。
同
国
保
直
診
会
計
に
一

千
五
百
二
十
万
円
。
同
青
島
航
路
会
計

に
四
百
七
十
万
円
。

(
七
七
)
が
地
方
自
治
振
興
な
ど

の
功
績
で
同
じ
勲
五
等
瑞
主
章
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
浜
十
二
区
の
松
田
弥

生
さ
ん
ニ
ハ
三
)
は
、
去
る
五
月

二
十
二
日
に
開
か
れ
た
愛
媛
県
商
工
会

連
合
会
の
総
会
で
同
会
の
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

門
田
さ

東

-fc
松
田
さ

土!記
品 i五!
会商 i生 j

主j孟!
間~ ~ I;W 

一 一
言i主!
吉;亭..l

長
浜
三
十
区
の
門
田
豊
市
さ
ん
(
七

二
)
は
、
長
年
に
わ
た
り
水
産
振
興
、

地
方
自
治
振
興
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
功

績
で
、
昨
年
の
秋
の
叙
勲
で
勲
五
等
瑞

宝
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
春

の
叙
勲
で
、
さ
ら
に
白
滝
の
東
豊
さ
ん

(右から)勲五等瑞宝章を受りられた門田

豊ーさん、東豊さん、県商工会連合会長に

選任された松田弥生さん。

合
併
以
後
の
長
浜
町
内
の
生
存
民
間

人
で
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
け
ら
れ
た
の

は
両
氏
が
初
め
て
。
ま
た
長
浜
町
か
ら

商
工
会
連
合
会
長
が
選
出
さ
れ
た
の
も

こ
れ
が
初
め
て
。

三
氏
の
ご
栄
典
を
み
な
さ
ん
と
と
も

に
祝
い
た
い
も
の
。

が
う
れ

人
祝
わ

O
占
笠
汀

2
奥
で

1
栄
館

約
の
育

は
氏
体

山
三
前

E
て
カ

8
し
式
た

月
席
賀
し

6
山
山
祝
ま
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~
 亙月
十
五
日
問
題
し
た
芦
一
の
籍
に

士
次
の
よ
う
な
投
書
が
は
い
っ
て
い
ま

一
し
た
の
で
本
欄
で
取
り
上
げ
ま
し
た

判

声

i
衛
生
課
の
方
へ
お
願
い
し
ま

叫
す
。
毎
年
配
付
す
る
消
毒
薬
は
、
同
十

日
自
に
用
意
し
て
ほ
し
い
と
患
い
ま
す

こ
と
し
な
ど
ひ
ど
い
と
思
い
ま
す
o

v

五
月
下
旬
で
な
い
と
薬
が
こ
な
い
の
一

円
で
は
因
り
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
で
す

m
か
ら
四
月
に
入
っ
た
ら
消
毒
が
で
き

r

る
よ
う
計
画
さ
れ
注
文
し
て
お
い
て

~
く
だ
さ
い
。
い
ま
ま
で
は
こ
ん
な
こ

山
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
答
え
:
ま
ず
は
大
変
配
付
時
期

い
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
申
し

町
上
げ
ま
す
。
次
に
、
な
ぜ
遅
れ
た
の

日
か
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
こ
と
し
の

{
場
合
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が

川
こ
こ
で
も
現
わ
れ
薬
剤
不
足
で
価
格

…
が
上
が
り
、
こ
の
た
め
価
格
の
交
渉

刊
に
時
間
が
か
か
り
遅
く
な
っ
て
し
ま

一
い
ま
し
た
o

交
渉
は
四
業
者
と
個
別

へ
に
行
っ
て
み
ま
し
た
が
、
結
局
ご
承

一
知
の
通
り
で
思
わ
し
い
価
格
で
入
荷

山
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

…
と
に
か
く
、
こ
と
し
の
場
合
は
、
余

リ
り
値
上
が
り
が
大
き
い
の
で
、
少
し

で
も
安
く
と
考
え
て
、
つ
い
手
間
取

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
o

悪
し
か
ら
ず

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
来
年
か

ら
は
い
つ
も
の
よ
う
に
適
期
に
配
付

が
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。



霊童

M¥ 
司
直
良
町

苗
木
も
売

私
た
ち
の
町
の

シ
ン
ボ
ル
の
木
は

サ
ツ
キ
。

そ
の
シ
ン
ボ
ル

の
木
、
サ
ツ
キ
展

が
中
央
公
民
館
の

主

催

で

二

十

四

日
、
二
十
五
日
の

二
日
間
、
中
央
公

民
館
大
ホ
!
ル
で

聞
か
れ
、
約
七
百

人
が
観
覧
に
訪
れ

た
こ
れ
は
、
乙
の

ほ
ど
町
の
木
に
す

ゆ
き
上
々

展示会場内で関かれた「サツキの作り方講習会」には約苅人が
参加、熱心に習っていたυ

ツ
キ
が
選
定
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、

サ
ツ
キ
普
及
策
の
一
環
と
し
て
サ
ツ
キ

の
美
し
さ
を

P
R
し
よ
う
と
開
い
た
も

の。
会
場
に
は
、
町
内
の
サ
ツ
キ
愛
好
者

か
ら
出
品
を
つ
の
っ
た
今
を
盛
り
と
色

と
り
ど
り
に
美
し
く
咲
き
誇
っ
た
鉢
樋

え
の
サ
ツ
キ
百
五
十
点
を
展
示
。
訪
れ

た
観
覧
者
は
、
会
場
に
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
る
な
り
、
み
な
「
ウ
ワ

l
き
れ
い

付
げ
に
と
岐
声
。
ま
た
、
サ
ツ
キ
展
を
見

る
の
は
初
め
て
の
人
ら
し
く
、
「
サ
ツ

キ
と
は
こ
ん
な
に
司
き
れ
い
な
も
ん
カ
!

日
庁
、
な
ん
と
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
る
も

ん
じ
ゃ
、
不

l
M
H乙
と
驚
い
で
い
た
。

二
日
自
の
二
十
五
日
に
は
、
そ
の
道

の
先
生
で
知
ら
れ
る
八
多
喜
の
山
中
さ

ん
を
購
師
に
切
附
い
て
ナ
ツ
キ
の
作
り
方

講
習
会
が
展
示
会
場
内
で
開
か
れ
、
婦

人
を
主
に
約
七
十
人
が
熱
心
に
作
り
方

不
」
習
っ
た
。

ま
た
、
会
場
入
口
で
は
甫
木
の
即
売

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
即
売
し
た
と
こ
ろ

三
百
円
の
も
の
を
主
に
二
日
間
で
約
二

百
五
十
本
の
苗
木
が
売
れ
た
。

中
央
公
民
館
で
は
「
初
め
て
の
催
し

だ
け
に
観
覧
者
は
や
や
少
な
か
っ
た
が

白
木
の
売
れ
ゆ
き
か
ら
み
る
と
サ
ツ
キ

の
美
し
さ
が
十
分

P
R
で
き
た
と
思

う
。
今
後
さ
ら
に
公
民
館
な
ど
の
組
織

を
通
し
て
普
及
に
務
め
れ
ば
、
町
い
っ

ぱ
い
に
サ
ツ
キ
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
、
サ
ツ
キ
畏

は
今
後
も
毎
年
開
催
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。
自
滝
で
は
第

ro
囲
展

長
浜
会
場
が
終
っ
た
あ
と
の
二
十
六

月

過
去
を
み
て

現
在
を
考
え

去
来
を
豊
か
立
も
の
に

日
と
二
十
七
日
ピ
は
、
花
♂
つ
く
り
は
町

内
で
も
と
く
に
熱
心
と
い
わ
れ
る
白
滝

地
区
で
も
、
地
元
公
民
館
花
の
会
(
会

員
三
十
人
)
の
主
催
で
「
第
六
回
サ
ツ

キ
展
」
が
関
か
れ
、
約
三
一
百
人
が
観
覧

に
訪
れ
た
。

地
域
展
だ
け
に
出
品
数
こ
そ
約
三
十

点
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
し
か
し
、
さ
す

が
第
六
回
を
迎
え
る
だ
け
あ
っ
て
、
質

的
に
は
本
格
的
な
作
り
も
の
が
多
く
、

こ
と
し
も
大
洲
市
や
松
山
市
な
ど
か
ら

も
待
ち
か
ね
て
い
た
よ
う
に
愛
好
者
が

訪
れ
た
。

〉」

ト

ι

7-t-ノ

品

と
の
槻
は
刑
記
レ
ポ
ー
ト
以
外
の
も
の
を
自
に

ち
順
に
簡
単
に
報
告
し
た
も
の
、
保
健
衛
生
事

業
は
省
く
。

ア
日
①
民
生
委
員
会
開
き
、
児
童

福
祉
週
間
中
の
実
施
事
項
に
つ
い
て

生
徒
指
導
教
諭
と
の
話
し
合
い
な
ど
行

う
③
母
子
福
祉
会
開
き
、
四
十
九
年
度

事
業
計
画
な
ど
決
定

E
U

日
・
山
山
海
で
山
火
事
発
生
、
松
林

三
十
ア
ー
ル
焼
く
。
損
害
約
三
十
万
円

原
因
は
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

9
日
:
豊
茂
婦
人
学
級
開
く
o

四
十

三
人
出
席
。
老
人
の
生
き
方
に
つ
い
て

学
習加
即
日
第

6
回
シ
イ
タ
ケ
共
進
会
開

催
(
入
賞
者
は
六
月
号
に
掲
載
の
通
り
)

四
日
・
①
老
人
ホ

i
ム
白
山
開
開
闘

十
五
周
年
記
念
式
典
行
】
つ
⑨
母
子
推
進

定
例
会
開
き
、
四
十
八
年
度
事
業
実
績

の
反
省
行
う
③
戒
川
婦
人
学
級
開
く
。

二
十
三
人
出
席
。
料
理
実
習
、
農
機
具

の
修
理
の
し
か
た
の
講
習
行
う
④
今
坊

婦
人
学
級
開
く
c

約
二
十
五
人
出
席
。

開
講
式
行
っ
た
あ
と
、
春
ま
き
野
菜
の

作
り
方
に
つ
い
て
学
習

M

同
日
・
・
①
町
議
会
の
特
別
開
発
委
員

会
と
総
務
委
員
会
の
合
同
会
開
き
、
晴

1:こノレ段ラ育同計 事館待人 T今生 蘇 室約行日J
げとセ茂フ協和画そ業連しホ泊所26帰25方23開22ー演婦21
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頭所の③工臼協算かや議:ちの①工喜 小の小約白入公達①
利検乳会i亀議を 予会のお 11ワ式多 学修学七滝場慣合町
用診牛、 a 会決①算関家年社行滋 校学校十婦⑨。会社
苫と飼実柴長定総なきし寄会う小 六旅六人人農二の協
七判育善地浜し会ど、実り福学 年行年出会業主後
人定地会区支たを決四施二社校 生 l己生席主委ーi雲町
④行区、内部公開定十②十協 と の出が 催員まで老
不うで交三、的い 九櫛七議喜修発別 の会育、人三
要③結安老長団て年生人会多品府着開三藤ク 21日
犬心核協人浜[手、事 度砕をが灘 五 . 物く県田ラズク
買配ブ会ク体 11業の保初老保行向教活洋ブ舗の

全PR

麗貸付金の借入札申込み受付中

5. 収入金額平均月収が毎月の
償還金の 5倍以上ある方。

貸付限度額 (右の表の通り)

貸付利率年 5.5%
返済期間木造園粗木@不燃

t ・18年以内
筒 而f".・....… 25年以内
耐 火回… ....35年以内

返済方法 元利均等割賦償還で
毎月払l，:l0 なお希望lとよりボ
ーナス払い併用も認められる

海
士
業
用
地
の
分
譲
に
つ
い
て
審
議
②

町
議
会
総
務
委
員
会
開
き
、
町
税
条
例

の
改
正
に
つ
い
て
審
議

問

B--櫛
生
公
民
館
の
運
営
審
議
会

と
部
落
館
長
会
の
合
同
会
開
き
、
事
業

計
画
や
予
算
な
ど
決
定

閉
山
臼
:
婦
人
会
長
会
開
き
、
指
導
者

研
修
の
こ
と
、
廃
品
回
収
の
こ
と
、
藤

田
洋
行
演
芸
回
公
演
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{主宰金融

貸付の種類一般個人住宅

受付期間昭和利年?月初日

まで。ただし融資予定数

lこ達したときは、期間中で

も締切る。

受付場所住宅金融公笥業務

取扱庖と表示した金融機関

貸付対象者 自分が住むための
住宅を必要とし、土地の準
備ができている方。

4. 



査(

された煙源から 502を流して、その着地濃度と着地地点を知
るための実験である。それには、まずモデノレとする企業を恕定

しなけiL~まならなしユ。

ト モデルプラントの想定

既に操業を開始している昭和サボア KK、進出が決まって

いる昭和電工KKと臨海型工業の代表業種である鉄綱、造船、

石油精製、石油化学、火力発電などのうちから臨海型工業の

一般的形態である石油精製、石油化学の組合せを選んでモデ

ルブ。ラントとした。その規模は、わが国では最大のものであ

り長浜町にとって最悪の状態を怨定したものである。

2 煙源条件
(表 1)

煙突有効高さ 15川排出量
J
備 考 i 

ml Nrrt/h 1 ! 
昭和サ:Gア 1 ハ 6~77 ・ 9 I 7.8炭素電!日万t/年刊
一一 ハ ^ ̂ カーボランダム外

昭和電工 21 2，0 1" 9 5万t/年
石油精製 244ト 274.51 520.2 原油処理能力

.~仏正 0 \..1 <-" VI 山 140万バーレノレ/日 目

石油ノ化学 417.6 I 1.166.1 エチンン60万t/年!

計 ・S96.1 I 
楽使用霊i山の平均S分は1.096とした。
3. 風洞規模

2.500分のl縮尺

模型規模 NNE 幅3mx長さ 11m
NW 幅3mx長さ 15m

4. 風洞実験結果(表 2)

( 北北東風向(NNE) I 北西風向 (NW)
最濃大着地 |i 同左発生離 I最大着地 11司左発生

度~[i 濃度距離
PPM PP ，¥(， !日目

昭和サボア 0.006 0・0079 0.7 

昭和電工 0.008 0.3 0.0085 o 3 
石油精製 0.016 11.0 。目023 9.0 

石油化学 16 0 

全重合 0.026 12包O 0.032 12 0 

※ 第 2表lこ示す4業種の重合値と環境基準値 (0.1 P PM/ 
h)を比較してみると、調査の段階ではNN瓦風向で環境

基準値の約4分の|であり、 NW風向で同値の約3分の|程度
である。先lごも述べた、長浜町にとって最大最悪の場合で

も環境基準は十分満足させるものである。

厄1;問実験においては、全重合で北北京風向で0.026pPM、

北西風向で 0.032PPMという値が出ているが、もちろんこの
実験は、中立状態での位、散を再現しており、サットンおよび、ノf

スキル式などの理論計算で取り入れられない地形や構造物によ

る影響をも含んだものである。また拡散実験結果を用いて、 S

02濃度分布の予測を行ったが、その結果は 0.0361'P M程度
であろうと推定された。

しかし、この解肝では、海岸に迫った山の効東を十分には取

り入れておらず、 平地における位散同ょうの取扱いをしてい

る。とこでは拡叡実験で得られた地表最高濃度の恒から希釈L七
を求め、 ζれを他の地域で得られた蒲釈比と比較することによ

り、気流が山腹lと吹きつける効果による最高濃度の増加率を求

めているが、その結果は、山!慢での法度は、平地の場合の 3倍

程度であることが予旬、される。

とのように、今回の実験においては、風洞実験および拡散実

験結果を用いた拡散計算!こより濃度予測を行なつでいるが、長

浜の場合、は、先lこ述べたような特殊地収であって、これを総合

した大気汚染の予測は非常に困難である。

すなわち、一般的に気流が山を越すときには、そのi?itれ方向
は縦(上昇や下降)および横方向(風向)!己変化し、また、山

腹には洞が発生することはよく知られているが、乙れを汚染物

質の拡散として与えれば、煙突の有効高度、風速、主軸の方向

および拡散幅(または拡散係数)が場所によって変わることを

意味している。

しかし、この気流の動態については、理論式や風洞実験など

種々の報告がなされているが、現状では、これをそのまま拡散

に応用する乙とは問題なしとしなPOしたがって長浜のような
復雑な地形においては、数少ない調査により得られたデーター

に基づいて、あらゆる気象条件、地形状況などを総合した六気

汚染予測を行うことはきわめて難かしく、今後一層のグーター

の蓄積が望まれる。

なお、現地における拡散実験は、効票的には、気象条件lこ恵

まれず、 IOOm-200羽の高度でのトレーサーガスのl官霧であっ
た。このため400m~500m程度の噴霧実験を実施して、その高

度まで、の拡散係数を正確に氾梶するとともに地上法度との関連

を調査する必要がある。

また、加えてが肱川|あらし H の発生時間、ひん度は多く、こ

の煙j原の位置いかんによっては慢の拡献を一層後維なものに1
る可能性があり、その点lこ対する再検討が必要であろうと考え

られた。さらに冬期における北西風の吹付けによる山民への影

響についても検討する必要があろうと思われる。

以上が報告書:の要旨でありますが、実験結束では一応環境基

準は満たされるものの、長浜町のような特殊地，気象の場合

は万ーを考層、し、モデノレとしたような石油関連企業は立地させ

るべきではないことを認識し、 2次開発の実現については、町

が現在組織づくりの仁取り組んでいる造船、造機などのような

無公害企業といわれる業種の誘致が望ましい。
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守見守田
0"'7月7日は参議院議員選挙の
投票日てもれ有権者のみなさん
必ず投票しましょう。
0..投票できる人
満二卜歳以 tの人(今i口|は山
手1129年 7JcJ 8 H 以前[二生まれた
人)で、昭和49年 3月12日i)'liiJ 

主主主主主主三言室三王室三主主孟E主主

に長浜町、の住民として住民登録
をしているノヘ。
。一投票時間
午前 7時から午後 7時まで。
(た疋し、青鳥投票所l土午前 7
日寺から守一f去5H占さまで、)

C 不在者投票
投票円月卜]、やむを得ない月l
fJjや病気などで投票に行けない
方は不在者投票ができま「。戸1I
鑑をもコご不在者投票所(町体
育館ロビ )へおいでください。
7 )j 6 11まで受f.J。
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物質は、余り者釈されないまま山地に遣するので、吹付Z自の汚
染が起こりやすいと芯えられる。

ハ、このような自然的条件今からみて、通常使用される拡散計算

による濃度の推定は不可能であろうと考えられる。

すなわち、高濃度域は、海岸近くの山地 ~C不規則l三分布する
ζ とが考えレ');1'1、j山形、季節風、海風の風向からみて、拡目立条

件lこは問題'，1，1，も多く、煙源配置には、地形 1:の制約も多いとポ
えられることから、 f可】源条件につ 1，'どは慎重な配慮が必要であ
る。

iエアトレーサー実験(拡散実験)[

この実験は、長 地区の複雑な臼町内条件からみて、

(1) 肱]111乙(凸って実際l乙は汚染物質が流入するのかどうか。
(2) また、平坦j山における拡散状態との相違はどうか。

この2点lこ重点をおいて、次の要領で実験された。

この調査l士、昭和46年5月から昭和47年3月にかけて、選出産
業省と愛媛県が主卒となり長浜町および巳衛隊などの協力lこよ

り大々的lと実施された乙とは、まだ記憶されていることと思い

ます。この結果を資料として、たひ;:']重なる実験、シミユレージ

ョン計算などのすえ新問、テレヒなどで公表Eされましたが、今

回はその内容につ1.)て多少専門的にほだわきすが、取りきとめ

てみました。

調査の目的および内容

長浜地区における大規模工業開発を以定して、予想される大

気汚染を未然iζ防止するための基礎資料を得る ζとを目的とし

て行われたものです。

その調査の内容は、現地における拡散気象条件調査と拡散実

験。さらにモデルプヲントを想定 L-，~ (Iコ風;J:i実験およびlJ1;Ifz計
算など、化学的手芯を用いて大気汚討もそ予叫したものであれ、そ

の概要は次の通りです。

|拡散気象条件調査|

海 l二100nl--200m上空
S F 6 (六ふっ[じはおう)
ヘリコプタ一戸ら噴霧

50地点
海岸沿い、河口両岸15klll30地点
肱川沿い15km20地点
6回

調査の方法

イ、噴湾地点(煙源)

口、 トレ←サーガス
長浜町の:te}形ば叱海岸線に沿って;主的t]::IJ~1j\が迫っており、
他地区の臨、海工業地帯にみられるぷうな¥I!野部が全くなし)0 ま

た、乙の海岸~:~~ !.とほぼ直角 !C位置するよろ!と肱川が流れてお~) 

その両岸には山岳が迫って、地溝を形成して[ユる。
ハ、ガス u)j出来点

ニ、捕集範出

イ、噴霧点が内地[こ近い場合 (500m)には、風向と肱)11が
ほぼ直f王]をなしていても、ガストレーサーの雲は肱川に
沿っご流入する。 その流入する ~I':Jjffば、 今回の実験で
は、ほぼIO-12kJ/!であった。

口、この場合、ガストレーサーの雲は、肱)11沿し〉だ}ナではな

く、海岸l乙沿っても検出され、その濃度は同等またはそ

れ以上であった。

ハ、また噴接点が峰地からかむり離れて 1，，る場合 ( 1 ，1m)とl
上)でも風l旬が肱川にほぼ平行ごあると、ガストレーサ

ーの雲は川jiiLコl己流入してける。

ニ、煙が山践に。ぶつかる"効呆により、汚染状態がどの起

度増加するかを他の地区の実験結果との比較によって推

定すると、平坦J也の約3倍程度であった。

!風制実験l
長浜町のJiliJr.;t良型を作り、工場が半以したものとして、話尺

果結

ホ、実験回数

査調

イ。肱川あらし

夜間大洲盆地iζ集積された冷気がこの，あらし。となって肱

JlI沿いに海上へ流出されるが、これは河口の眠気との温度差
(2O-IOO(うによって生ずる陸風ω一種であり、 前記めよう
な特殊な地fiとえばな一層この H あらし u を増強しているとい

える。

なお、この状注[土、犬山|盆地におい亡逆転層を形成するため

の晴天微風の条件が整えば、 ρ あらし μが発生するのであるが

この ρ あらし eの吹き始めは日没後 1f尋問以内で、吹き終りは

夏期は 10時-11時、冬期は 1311¥'-14時であり、年間総時間数
の 4分の lを占めている。このことは沿岸部からの汚染物質の
浸人を防ぐこととなり守条件とい云る。[川げpえればζの "fl!';
川あらしん 1:~ ーで :n岸部の fむき長引習は、海上へ吹き出される

わけである。

しかし、向上へ以き出された後、シェツト気流となっての動

rlljが問題となる。

なお、この H肱川あらし μ による冷気は夜から朝にかけて、

i河口付近の上空に逆転居を応成 jるが、乙の!記は海風の開始と
も関連してイIE匂源心花、般には影響かおるちのと考えられ毛

口、冬型季節風

海風を含ehて μ !E;)IIあらしかと!士演し海上から内陸lこ
う風向(冬裂季J、rW~D の場合にl士、 広海工J土地帯からの
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各{保育所職員の人事異動を4月1日にもまた本庁職員の人事:異動を
5月l尽におこないました。その結果はζの表のとおりですe どう
ぞよろしくお賄いします。

職員数=特別職職員4人。本採用職員19 3人 e嘱託職員1:9人事臨時職員 14人)

警護盟議室議題懇欝監護霊童関鐘員職
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西
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岡
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西
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藤
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岡
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茂
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(
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滝
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澄
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西
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岡
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茂
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右
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7
『
沖
浦

F
¥

月
下
須
戒

7
『
下
須
戒

戸
¥
〆
大
洲
市

7
『
大
越

R
H
大
洲
市

7
-
沖

浦

〈

戸

豊

茂

7
『
長
浜

¥
戸
大
洲
市

?

『

黒

田

ハ
¥
戸
北
条
市

7
「
沖
浦

子
¥
戸
豊
茂

寄
付

。
櫛
生
保

育
所
父

母
の
会

;
電
子

壁
時
計

一
台
を

櫛
生
保

育
所
へ

O
交
通
安

金
協
会

白
滝
支
部
:
現
金
一
万
円
を
や
滝
児

童
交
通
遊
園
へ
。

。
下
須
戒
の
出
石
民
謡
教
室
メ
ン
バ
ー

一
同
:
・
扇
風
機
三
台
を
大
和
公
民
館

へ。
O
且
一
旦
茂
の
山
本
繁
夫
さ
ん
(
五
一
二
)
・
・

金
一
封
を
豊
茂
公
民
館
へ
。

。
出
海
保
育
所
保
護
者
の
会
j
テ
レ
ビ

一
ム
口
を
出
海
保
育
所
へ
。

山鎌佐清米谷水湊滝口十平松蔦浪西鶴土荒平橋池池
本田竹田田口本 本岡フド野 本宮岡居金田本田田
美 i登喜登美 美ヒ
千 美 礼誠美隼悦広喜末枝順茂義公正津 フ
子博子進子二子人美志子章子行子治代和子悟ミ計

二六二三三七四六一五二二五三九00六四五三五

長

男

隆

徳

三

男

功

三

長

女

美

紀

長
女
乃
理
子

二

女

朋

子

長

男

一

貴

白出出櫛今
柴
滝海海生坊

清沼河河二北
水田野地宮山

憲彰 功定
保伶保正勇古

彰

〆(おむιぞ

卒
業
業

沖
浦
地
区
ら
五
団
体

観

光

功

労

で

次
の
団
体
は
、
公
園
な
ど
の
清
掃
奉

仕
な
ど
の
美
化
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

長
浜
町
の
観
光
面
に
も
役
立
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
五
月
二
十
七
日
町
体
育

館
で
聞
か
れ
た
長
浜
町
観
光
協
会
総
会

の
席
上
、
同
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。白
山
老
友
会
(
老
人
ホ

l
ム
白
山

園
)
、
白
滝
青
少
年
赤
十
字
国
、
伊
予
長

浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
長
浜
高
校
V

Y
S
、
沖
浦
地
区
住
民
。

お
く
や
み

5
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

死
亡
時
年
齢

(
七
二
)

(
八
九
〉

(
八
二
)

(
七
二
)

(
六
七
)

(
六
九
)

(
七
一
)

(
六
九
」

(
四
六
)

(
七
七
)

(
八
七
)

豊須櫛櫛今沖黒長長長長住

茂沢生生坊浦田浜浜浜浜所

氏

名

福

積

良

助

久
保
サ
ト
三

井

手

阿

以

浜
口
シ
ゲ
ル

山

本

繁

市

東

カ

チ

ヨ

東

誉

雄

松

下

政

市

武
知
ミ
ヨ
コ

木
多
菊
太
郎

山
本
キ
ヌ
エ

民
生
委
員
協
議
会

長
浜
町
民
生
委
員
協
議
会
は
、
地
域

の
民
生
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与

し
、
よ
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
五
月
二
十
二
日
松
山
市
民
会
館

で
開
か
れ
た
民
生
児
童
委
員
(
五
十
周

年
記
念
)
研
修
総
会
の
席
上
、
愛
媛
県

民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

松

田

さ

人、

'
b

ムハ

三

団

体

P

T

A

活

動

功

労

結婚

捗

る丹長浜町役場

届出分〔敬称略〕

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

宇
都
宮
住
民
係
長

次
の
方
々
お
よ
び
団
体
は
、

p
r
A

活
動
に
特
別
な
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
五
月
十
一
日
長
浜
中
学
校
で
関

か
れ
た
長
浜
町
P
T
A
連
合
会
総
会
の

席
上
、
民
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た。
個
人
日
大
田
武
豊
(
長
浜
十
六
区
)

隠
岐
龍
法
(
長
浜
七
区
)
、
紙
本
徳
之

助
(
長
浜
三
十
二
区
)
、
東
本
健
(
櫛

5
月
届
出
分
(
敏
称
略
)

役
場
の
宇
都
宮
寛
住
民
係
長
(
五

五
)
は
、
多
年
に
わ
た
り
戸
籍
お
よ
び
住

民
基
本
台
帳
事
務
に
精
励
し
、
実
務
上

顕
著
な
成
績
を
上
げ
た
と
と
に
よ
り
、

五
月
二
十
二
日
徳
島
県
鳴
門
市
で
関
か

れ
た
四
園
地
区
連
合
戸
籍
事
務
協
議
会

の
席
上
、
再
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

保
護
者
氏
名

寺
坂
幸
一

仮

田

喜

教

池
浦
笹
川
美

二

神

孝

橋

本

健

作

池

田

計

続
柄
長
女
二
女
二
男
長
男
長
男
長
男

守将健彰美美児
弥 一寿保砂名

今沖黒黒長長住

坊浦田田浜浜所

1
6月 1臼現在[前月との比較[

1--~3. 921;:--1 --18人減 | 

ド川町)(少
世帯数 3.967世帯 I I世帯減 l 

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう。

婚
姻
届
時
年
齢

住

所

叶
/
『
長
浜

γ
¥

戸
保
内
町

ノ

『

出

海

f
¥
戸

出

海

?

『

長

浜

「
¥
戸
大
西
町

氏
名

熊菊安中兵河
野地藤村頭村

憲
明
(
一
一
一

O)

民
子
(
二
八
)

儀
行
(
二
四
)

文
子
(
二
三
)

郁
哉
(
二
九
)

麻
子
(
二
二
)

ま広報t;r.がは

プラス 7 イナスニセーロ。歳入歳

出差引残金なしとは予算書の末尾

によく書いてあること。一方lとよ

いことがあれば、片方には悪い乙

とがある。両方よいのは煩(ほ

お)かぶりというが、両方よいこ

となどめったにあるものでない

正弘田偵を終わればウンカやメイ虫

にやられないように消毒をすると

ホタルもタニシもイモリも皆いっ

しょに死に絶えて、夏の風物のホ

タノレ見物ホタ JレJ守りも共lこ消えう
せる運命。イj名だった佳山市道後

の義安寺ホタルは、たんぼがなく

なり町並みになってしまって早く

から絶滅。大洲市柳沢のホタル祭

りの記事が珍重なものとして報道

されるような世の中になってきた

&開発か、自然保護か、賃金が上

がって物価も上がるのがよいか、

賃金が下がって物価も下がる方が

よいか、なかなかこのへんのかね

あいがむずかししユ O 散髪屋さんな

どは賃上げ分をそっくり散髪代の

値上げに持っていかなければ食っ

てゆけない乙ととなる &古川柳

に「あなたには借りもなければ貸

しもなし」とある。いろいろと複

雑多様の世の中になったが、どち

らの側からいっても惜りもなけれ

ば貸しも残らぬような中庸(ち也

うよう)の道を懸命に努め求めて

行かなければならないときではな

いか。絶対などといういかついこ

とばを頭にくっつけて口げんかば

かりしておるようなことではとて

も正しい中庸の道など求め得られ

るべきことではないだろう。

鐘選議謹謹遜鐙趨謡盤盗塗盤鐙遭

輔?


